
令和７年度 部会報告（精神保健部会） 

 

１ 令和７年度の取り組みの方向性 

精神障がいについて、身近な地域の物事として理解が深められ、必要な情報を地域に向けての発信を

するような議論を進めたい。不登校やひきこもり、教育やメンタルヘルスに係る各方面の関係者や当事

者本人や家族等とのつながりについて、地域の中で当部会の在り方や開催実施方法を工夫しながら、何

らかのアクションを起こすことを目指したい。  

 

 

 

２ 開催実績  

回 開催日 実施内容概要 参加数 

１ 令和 7 年 5 月 21 日 

・今年度の精神保健部会について 

・部会長・副部会長の選任 

・事業所の情報交換 

27 人 

２ 令和 7 年 6 月 18 日 
・話題提供～医療観察制度について 釧路保護観察より 

・事業所の情報交換、事例検討等 
31 人 

３ 令和 7 年 7 月 16 日 

・情報交換～ 

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムについて」 

・事例検討、意見交換 

24 人 

４ 令和 7 年 8 月 20 日 
・事例検討  

・事業所の情報交換  
18 人 

５ 令和 7 年 9 月 18 日 
・話題提供～帯広市ひきこもり支援「ゆっくりん」について  

・事例検討と各事業所の情報交換 
22 人 

6 令和 7 年 10 月 15 日 

・グループワーク ワールドカフェ～テーマ「医療」 

病院のワーカーさんとお互いを知ろう、聞いてみよう 

・各事業所の情報交換 

22 人 

7 令和 7 年 11 月 19 日 

・話題提供～帯広病院より「精神科入院について」 

・各事業所の情報交換 

・事例検討 

18 人 

8 令和 7 年 12 月 17 日 
・事例検討  

・事業所の情報交換  
22 人 

9 令和 8 年 1 月 21 日 

・ピアサポーターからの活動報告 

・感想や意見交換 

・各事業所の情報交換 

24 人 

10 令和 8 年 2 月 18 日 
・定例会と合同開催～「にも包括」の講演包括ケアシステムにおけ

る自治体精神保健体制の再構築 飯能市の実践から 
68 人 

11 令和 8 年 3 月 18 日 

・事例検討～介護高齢福祉課より 

・事業所の情報交換、今年度の振り返り 

 

23 人 

 

 

 

資料 ４ 



 

３ 解決すべき課題 

・地域の関係機関、関係者における医療（病院や訪問看護等）とのつながりや連携の在り方  

・メンタルヘルスについての社会的な傾向を知り、自殺企図ある方への対応  

・ピアサポーター、当事者の声や思いを知り、地域生活の中の生きにくさ、つながりの場を考える  

・にも包括についての理解と地域づくりについて 

 

４ 実施・解決できたこと 

・医療機関の地域連携、ソーシャルワーカーとの意見交換ができて、医療機関によっての対応や仕組

み、考え方の違いがあることを知れて、今後の連携の在り方に参考となる機会が持てた 

・ピアサポーターが当事者としての気持ちを持って、地域生活で支え合える存在であることを示せた 

・にも包括に対しての地域事情や課題を多職種、他機関同士の視点を持って関わることを検討できた 

 

５ 実施・解決できなかったこと 

メンタルヘルス、精神障がいということについて、地域の他分野機関等により広く周知、啓発が必要

と考える。当事者や家族の声を活かすような活動を検討していきたい。自殺企図等の緊急対応の在り方

や情報共有の必要性を踏まえて取組めるような手立て考える 

 

６ 令和８年度の取り組みの方向性 

精神障がい、メンタルヘルスが地域の身近な話題として正しく地域全体で共有がされることを目指し

たい。不登校やひきこもり、教育、医療、保健、当事者と家族等の様々な立場の人たちが自分の視点を

大切にしながら対話をして、つながりを深められる場、機会を持って複合的な課題に対応のできる体制

づくりを考える。当事者の抱える生きにくさや思いを、声がどうなっているのか、地域の 

実態を把握して地域で支え合い、それぞれの立場において共に力を合わせて取組んでいける仕組みを形

作っていく。 

 

 


